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令
和
四
年
度
事
業
計
画
を
決
定

～
県
連
盟

周
年
記
念
式
典
開
催
な
ど
～

75

県
連
盟
で
は
、

月

日(
月
）
に
理
事
会
、
同

3

7

じ
く

日
（
火
）
に
評

29

議
員
会
を
県
連
盟
大
会

議
室
で
開
催
し
、
新
年

度
の
事
業
計
画
案
及
び

予
算
案
を
審
議
・
決
定

し
ま
し
た
。
事
業
計
画

の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
理
事
会

に
は
ご
遠
路
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
水
落
日
本
遺

族
会
会
長
に
も
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
事
業
計
画
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

（
１
）
総
理
・
閣
僚
等
の
靖
國
神
社
参
拝
の
継
続

・
定
着
運
動
の
推
進
並
び
に
国
立
の
戦
没
者

追
悼
施
設
建
設
構
想
の
阻
止

（
２
）
知
事
等
、
各
界
代
表
の
岡
山
県
護
國
神
社

参
拝

（
３
）
市
町
村
に
お
け
る
慰
霊
祭
等
の
実
施

（
４
）
岡
山
県
護
國
神
社
並
び
に
忠
魂
碑
等
の
護
持

（
５
）
広
報
活
動

①

岡
山
平
和
祈
念
館
来
館
の
広
報
活
動

県県

遺遺

族族

通通

信信

②

各
遺
族
会
に
お
け
る
「
語
り
べ
の
会
」
の

企
画
・
実
施

（
６
）
そ
の
他

①

靖
國
神
社
、
県
護
國
神
社
の
慰
霊
行
事
等

へ
の
奉
賛
協
力

②

市
、
町
、
村
、
地
区
等
の
慰
霊
行
事
等
へ

の
奉
賛
協
力

③

旧
陸
軍
墓
地
慰
霊
行
事
に
対
す
る
奉
賛
協
力

④

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
遺
族
代
表
の
派
遣

⑤

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
の
実
施

⑥

「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／
沖
縄
戦
跡

慰
霊
巡
拝
事
業
の
実
施

⑦

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
へ
の
参
加
者

派
遣
及
び
参
加
促
進

⑧

慰
霊
友
好
親
善
事
業
及
び
遺
骨
帰
還
事
業
、

政
府
及
び
日
本
遺
族
会
主
催
の
戦
跡
慰
霊
巡

拝
事
業
へ
の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加
促
進

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

（
１
）
公
務
扶
助
料
等
の
改
善
に
係
る
国
へ
の
要
請

（
２
）
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
及
び
県
費

参
列
者
の
拡
大
の
要
請

（
３
）
諸
法
規
改
正
事
項
の
普
及
指
導

３

組
織
の
充
実
強
化

（
１
）
組
織
の
充
実
強
化

①

孫
や
曾
孫
等
の
入
会
を
推
進
し
、
県
単
位

の
青
年
部
の
拡
大
強
化
を
推
進

②

後
継
者
育
成
研
修
会
・
勉
強
会
な
ど
を
開
催

③

孫
・
曾
孫
等
を
含
め
た
合
同
研
修
会
や
女

性
部
研
修
会
を
実
施

④

各
遺
族
会
の
研
修
会
等
へ
の
孫
、
曾
孫
等

の
参
加
と
意
識
醸
成

⑤

「
県
遺
族
通
信
」
の
年
２
回
発
行
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
、
日
本
遺
族
会

発
行
の
「
日
本
遺
族
通
信
」
の
購
読
推
奨

（
２
）
財
源
の
確
保

①

公
益
目
的
支
出
計
画
の
実
施
期
間
等
を
見

据
え
た
会
の
運
営

②

県
連
盟
及
び
各
遺
族
会
と
も
、
各
自
治
体

へ
の
財
政
支
援
の
要
請

（
３
）
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す
る
事
業

①

百
歳
長
寿
の
祝
い
と
一
人
暮
ら
し
の
妻
へ

の
慰
問

②

各
遺
族
会
に
お
け
る
一
人
暮
ら
し
遺
族
に

対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

③

遺
族
か
ら
の
相
談
対
応

４

岡
山
平
和
祈
念
館
の
運
営

（
１
）
遺
影
（
写
真
）
及
び
遺
品
の
受
付
・
展
示

（
２
）
学
校
関
係
者
や
県
下
各
界
各
層
に
対
す
る

広
報
活
動
の
実
施

５

県
連
盟
創
立
７
５
周
年
記
念
事
業

（
１
）
記
念
式
典
の
開
催

（
２
）
日
本
遺
族
会
の
創
立
７
５
周
年
記
念
式
典

へ
の
代
表
者
派
遣

～

日
本
遺
族
政
治
連
盟

～

今
夏
の
参
院
選
推
薦
候
補
者
決
定

水水
落落
敏敏
栄栄(

み
ず
お
ち
と
し
え
い
）
氏

昭
和

年

新
潟

18

県
十
日
町
市
生
ま
れ

昭
和

年

父
・

20

春
治

山
形
県
神
町

海
軍
航
空
隊
に
お
い

て
爆
撃
に
よ
り
戦
死

平
成

年

日
本

11

遺
族
会
事
務
局
長

平
成

年

参
議
院
選
挙
に
出
馬
・
当
選
、
以
後

16

期
連
続
当
選

3
平
成

年

日
本
遺
族
会
会
長

27

平
成

年

文
部
科
学
副
大
臣
・
内
閣
府
副
大
臣

28
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陸
軍
墓
地
春
季
慰
霊
祭
を
祭
行

３
月

日
に
岡
山
市
北
区
津
高
の
岡
山
陸

23

軍
墓
地
で
、
岡
山
県
戦
没
者
顕
彰
会
主
催
に

よ
り
春
季
慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
護
國
神
社
宮
司
の
奉
仕
の
も
と
、

県
遺
族
連
盟
大
月
理
事
長
や
地
元
津
高
遺
族

会
人
見
会
長
な
ど
関
係
者
約

人
が
参
列
し

20

て
英
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

岡
山
県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭
の

ご
案
内

昨
秋
の
県
戦
没
者
慰
霊
祭
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
関
係
者
以
外
の
参
列
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
春
は
感
染
対
策
を
講
じ

た
上
で
、
通
常
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
列
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

令
和
４
年
５
月
５
日
（
木
）

時
～

時

分
（
雨
天
実
施
）

10

11

30

■
場
所

岡
山
県
護
國
神
社

※

月

日
に
は
、
同
じ
く

時
か
ら
県
護

5

6

10

國
神
社
主
催
の
「
春
季
慰
霊
大
祭
」
が
執
り

行
わ
れ
ま
す
。

遺
族
会
の
動
き

［
令
和

年
５
月
］

4

日

県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭（
県
護
國
神
社
）

5
日

県
護
國
神
社
春
季
慰
霊
大
祭
（
県
護

6

國
神
社
）

日

令
和
４
年
度
日
本
遺
族
会
中
国
・

16

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議(

愛
媛
県)

編
集
後
記

こ
の
遺
族
通
信
が
、
会
員
皆
様
へ
の
情
報

提
供
や
遺
族
会
活
動
の
一
助
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
か
ら
ご
意
見
ご

要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第

回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
開
催

76令
和
３
年

月

日
、
自
由
民
主
党
会
館
で
、

12

13

全
国
の
戦
没
者
遺
族
代
表
２
１
８
名
が
参
集
し

て
、
２
年
ぶ
り
と
な
る
第

回
全
国
戦
没
者
遺

76

族
大
会
（
日
本
遺
族
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

令
和
４
年
度
政
府
予
算
に
要
望
事
項
が
完
全
実

現
す
る
よ
う
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
の
関

係
大
臣
、
自
民
党
所

属
国
会
議
員
ら
へ
の

陳
情
運
動
で
は
、
本

県
参
加
者
４
名
は
、

地
元
選
出
自
民
党
国

会
議
員
に
対
し
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
遺
族
会
の

要
望
事
項
は
政
府
予

算
に
概
ね
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
事
業
・
百
歳
長
寿
の
祝
い

本
年
は
県
下
７
遺
族
連
合
会
８
名
の
ご
遺
族

が
め
で
た
く
百
歳
（
大
正
十
年
生
ま
れ
）
の
長

寿
を
達
成
さ
れ
、
お
慶
び
状
等
を
お
贈
り
し
ま

し
た
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
妻
の
皆
様
（

名
）

20

に
は
、
慰
問
の
品
を
贈
り
お
慰
め
し
ま
し
た
。

本
年
め
で
た
く
百
歳
の
長
寿
を
達
成
さ
れ
た

ご
遺
族
の
皆
様
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
山
本
花
子

（
倉
敷
市
串
田
）

■
石
原
友
子

（
倉
敷
市
玉
島
乙
島
）

■
藤
井
比
路
子(

井
原
市
西
江
原
）

■
細
羽
富
代

（
井
原
市
井
原
町
）

■
宮
本
ノ
ブ
エ(

新
見
市
哲
多
町
萩
尾)

■
村
岡

安

(

真
庭
市
多
田
）

■
定
行
サ
ワ
子(

美
咲
町
打
穴
中)

■
小
川
マ
サ
子(

吉
備
中
央
町
湯
山)

お
慶
び

～
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
～

令
和
３
年
度
の
援
護
事
業
の
功
労
者
と
し
て
、

岡
山
県
遺
族
連
盟
か
ら
、
次
の
四
名
の
方
が
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
秀
平
良
子
（
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
）

■
渡
邊
繁
雄
（
元
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
）

■
寳
藏
史
朗
（
元
岡
山
市
上
道
地
区
遺
族
連
合

会
会
長
）

■
古
家
野
亘
（
元
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
）

受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
、

県
連
盟
、
各
遺
族
連
合
会
等
の
役
員
と
し
て
、

組
織
の
充
実
・
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
遺
族

の
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
、
援
護
事
業
の
功
績

が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

心
か
ら
、
お
礼
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
研
修
事
業
の
実
施

～

舞
鶴
及
び
宮
津
方
面

～

県
連
盟
女
性
部
は
、
部
員

人
の
参
加
を
得

18

て
、

月

日(

火)

か
ら

泊

日
の
研
修
会

12

7

1

2

を
実
施
し
ま
し
た
。

日
は
、
京
都
府
舞
鶴
市

7

の
舞
鶴
引
揚
記
念
公
園
「
望
郷
慰
霊
之
碑
」
で

慰
霊
祭
を
執
り
行

い
、
北
方
諸
地
域
の

英
霊
を
お
慰
め
し
、

そ
の
後
、
語
り
部
の

方
の
案
内
で
「
舞
鶴

引
揚
記
念
館
」
を
見

学
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
宮
津
市

の
元
伊
勢
籠
神
社
参

拝
な
ど
を
行
い
、
慰

霊
に
研
修
、
そ
し
て

親
睦
も
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。（

舞
鶴
・
望
郷
慰
霊
之
碑
前
）

総
社
市
戦
没
者
慰
霊
芳
名
碑
が
完
成

総
社
市
遺
族
連
合
会
（
会
長
：
江
本
公
一
）
が
、

総
社
宮
境
内
の
「
忠
魂
碑
」
脇
に
建
立
し
て
い
た

待
望
の
「
総
社
市
戦
没
者
慰
霊
芳
名
碑
」
が
完
成

し
、
令
和

年

月

3

11

12

日
に
竣
工
・
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
慰
霊
芳
名
碑
に

は
、
戦
争
の
教
訓
を
風

化
さ
せ
な
い
、
平
和
の

大
切
さ
を
後
世
に
伝
承

し
よ
う
と
、
明
治
時
代

以
降
の
１
，
６
３
０
人

の
戦
没
者
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
第
十
一

回
特
別
弔
慰
金
」
支
給
の
ご
案
内

～
請
求
期
限
は
今
年
度
末
ま
で
～

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
令
和
２

年
４
月
１
日
時
点
で
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

戦
没
者
の
子
や
兄
弟
姉
妹
等
の
う
ち
、
支
給

順
位
の
最
も
高
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
対

象
の
方
が
複
数
お
ら
れ
る
場
合
は
、
代
表
の
方

お
一
人
が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
支
給
内
容
：
額
面

万
円
の
記
名
国
債(

年

25

5

償
還)

■
請
求
期
限
：
令
和

年

月

日

5

3

31

支
給
の
対
象
と
な
る
親
族
の
範
囲
や
請
求
手

続
き
な
ど
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
の
援
護
担
当
課
又
は
岡
山
県
庁
保

健
福
祉
課
援
護
班(

:
-

-

T
E
L

0
8
6

2
2
6

)

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

7
3
2
0
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戦
没
者
遺
骨
の

Ｎ

鑑
定
対
象
地
域

D

A

の
拡
大
に
つ
い
て

（
令
和

年

月
か
ら
）

3

10

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
遺
骨
に
つ
い
て
、

遺
留
品
な
ど
の
手
掛
か
り
情
報
か
ら
ご
遺
族
が

推
定
で
き
る
場
合
に
は
、
ご
遺
族
か
ら
の
申
請

に
基
づ
い
て

Ｎ
Ａ
鑑
定
を
行
い
、
親
族
関
係

D

が
判
明
し
た
場
合
、
ご
遺
骨
を
ご
遺
族
に
返
還

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
戦
没
者
の
ご
遺
族
が
高
齢
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
平
成

年
度
か
ら
は

29

沖
縄
県
な
ど
の
一
部
地
域
で
収
容
さ
れ
た
遺
留

品
等
の
手
掛
か
り
情
報
の
な
い
戦
没
者
遺
骨
に

つ
い
て
も
、
厚
生
労
働
省
が
公
募
に
よ
り

Ｎ
D

Ａ
鑑
定
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
遺
留
品
等
の
手
掛
か
り
情
報
が
な

い
戦
没
者
遺
骨
の
身
元
特
定
の
た
め
の
公
募
に

よ
る

Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
、
対
象
地
域
が
拡

D

大
さ
れ
、
令
和

年

月

日
か
ら
申
請
受
付

3

10

1

が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
地
域
や
申
請
で
き
る
方
、
申
請
方
法
、

費
用
な
ど
、
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
同
省
社
会
・

援
護
局
事
業
課

戦
没
者
遺
骨
鑑
定
推
進
室(

直

通
電
話
：

-
-

)

へ
お
問

0
3

3
5
9
5

2
2
1
9

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

令
和
４
年
度
国
主
催
慰
霊
巡
拝
の
参
加

者
募
集
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
厚
生
労
働
省
主
催
の
遺
族
代

表
に
よ
る
慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
実
施
予
定
地
域
及
び
時
期
等

下
段
の
表
の
と
お
り

■
参
加
資
格

・
岡
山
県
に
お
住
ま
い
で
、
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦

域
に
お
け
る
戦
没
者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
者

を
除
く
。
）、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺

族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦
没
者
の

孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
で
あ
る
こ
と
。

・
過
去
に
厚
生
労
働
省
主
催
の
慰
霊
巡
拝
に
参
加

し
た
こ
と
の
な
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
航
空
機
等
に
よ
る
長
途

の
旅
行
及
び
気
候
風
土
の
異
な
る
地
域
に
お
け

る
旅
行
に
耐
え
ら
れ
る
方
。（
必
要
が
あ
れ
ば
、

介
助
者
の
同
行
が
認
め
ら
れ
ま
す
。）

※
参
加
申
込
者
が
予
定
人
員
を
超
過
し
た
場
合
は
、

過
去
の
参
加
状
況
や
戦
没
者
と
の
関
係
等
に
よ

り
選
考
さ
れ
ま
す
。

■
参
加
費
用

参
加
基
準
を
満
た
し
た
参
加
者
（
介
助
者
を

除
く
）
に
対
し
て
は
、
確
定
経
費
の
う
ち
概
ね

３
分
の
１
が
国
か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
先
等

岡
山
県
庁
保
健
福
祉
課
援
護
班

詳
細
は
同
援
護
班
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

０
８
６-

２
２
６-

７

２
０

Tel

3

０
８
６-

２
２
１-

９
４
０
４

Fax
「
沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
」
の
参
加

者
募
集
に
つ
い
て

日
本
遺
族
会
で
は
、
毎
年
６
月

日
に
沖
縄

23

県
遺
族
連
合
会
と
共
催
で
実
施
し
て
い
る
「
沖

縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
多

く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
沖
縄
戦
を
振
り
返
り
、

砲
弾
降
り
し
き
る
中
、
苦
難
の
撤
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
戦
没
者
が
辿
っ
た
道
程
を
行
進
し
、

平
和
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

全
戦
域
の
戦
没
者
遺
族
が
参
加
可
能
で
あ
り
、

特
に
孫
・
ひ
孫
等
の
青
年
部
が
多
く
参
加
さ
れ
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
学
び
、
語
り
継

ぐ
機
会
と
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
募
集
要
領
】

■
期
間

６
月

日(

水)

～

日(

金)

２
泊
３
日

22
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■
費
用

約
３
万
５
千
円
～
４
万
円
程
度
。

※
費
用
に
は
宿
泊
代
、
食
事
代
、
バ
ス
借
上
げ
代
、

添
乗
員
費
用
、
懇
親
会
費
用
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

㊟
参
加
人
数
に
よ
り
費
用
は
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

自
宅
か
ら
沖
縄
の
往
復
交
通
費
、
那
覇
空
港
か
ら

那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
ま
で
の
往
復
交
通
費
は
個
人

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
お
手
配
く
だ
さ
い
。

▼
宿

泊

那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
（
調
整
中
）

▼
申

込

先

岡
山
県
遺
族
連
盟
事
務
局
へ

▼
申
込
締
切

月

日
（
月
）

4

25

実施地域 実施予定時期 県申込締切

カザフスタン共和国 8月23日～ 9月 3日 － ※

中国東北地方（旧満州地区全域） 8月31日～ 9月 9日 5月13日

インドネシア 9月 6日～ 9月14日 5月 6日

東部ニューギニア 9月10日～ 9月17日 5月 6日

イルクーツク州・ブリヤート共和国 9月12日～ 9月23日 － ※

ハバロフスク地方・ユダヤ自治州 9月12日～ 9月23日 － ※

ビスマーク諸島 10月 8日～10月15日 6月 3日

インド 10月20日～10月26日 6月10日

トラック諸島 10月21日～10月26日 6月14日

ミャンマー 11月10日～11月18日 6月15日

フィリピン 2月16日～ 2月23日 9月 7日

硫黄島（１次） 11月 8日～11月 9日 7月 8日

硫黄島（２次） 2月28日～ 3月 1日 10月18日

※印については、現地の情勢を踏まえ、参加者の募集が当面見合わせとなっている。
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第

回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
開
催

76令
和
３
年

月

日
、
自
由
民
主
党
会
館
で
、

12

13

全
国
の
戦
没
者
遺
族
代
表
２
１
８
名
が
参
集
し

て
、
２
年
ぶ
り
と
な
る
第

回
全
国
戦
没
者
遺

76

族
大
会
（
日
本
遺
族
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

令
和
４
年
度
政
府
予
算
に
要
望
事
項
が
完
全
実

現
す
る
よ
う
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
の
関

係
大
臣
、
自
民
党
所

属
国
会
議
員
ら
へ
の

陳
情
運
動
で
は
、
本

県
参
加
者
４
名
は
、

地
元
選
出
自
民
党
国

会
議
員
に
対
し
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
遺
族
会
の

要
望
事
項
は
政
府
予

算
に
概
ね
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
事
業
・
百
歳
長
寿
の
祝
い

本
年
は
県
下
７
遺
族
連
合
会
８
名
の
ご
遺
族

が
め
で
た
く
百
歳
（
大
正
十
年
生
ま
れ
）
の
長

寿
を
達
成
さ
れ
、
お
慶
び
状
等
を
お
贈
り
し
ま

し
た
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
妻
の
皆
様
（

名
）

20

に
は
、
慰
問
の
品
を
贈
り
お
慰
め
し
ま
し
た
。

本
年
め
で
た
く
百
歳
の
長
寿
を
達
成
さ
れ
た

ご
遺
族
の
皆
様
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
山
本
花
子

（
倉
敷
市
串
田
）

■
石
原
友
子

（
倉
敷
市
玉
島
乙
島
）

■
藤
井
比
路
子(

井
原
市
西
江
原
）

■
細
羽
富
代

（
井
原
市
井
原
町
）

■
宮
本
ノ
ブ
エ(

新
見
市
哲
多
町
萩
尾)

■
村
岡

安

(

真
庭
市
多
田
）

■
定
行
サ
ワ
子(

美
咲
町
打
穴
中)

■
小
川
マ
サ
子(

吉
備
中
央
町
湯
山)

お
慶
び

～
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
～

令
和
３
年
度
の
援
護
事
業
の
功
労
者
と
し
て
、

岡
山
県
遺
族
連
盟
か
ら
、
次
の
四
名
の
方
が
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
秀
平
良
子
（
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
）

■
渡
邊
繁
雄
（
元
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
）

■
寳
藏
史
朗
（
元
岡
山
市
上
道
地
区
遺
族
連
合

会
会
長
）

■
古
家
野
亘
（
元
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
）

受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
、

県
連
盟
、
各
遺
族
連
合
会
等
の
役
員
と
し
て
、

組
織
の
充
実
・
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
遺
族

の
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
、
援
護
事
業
の
功
績

が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

心
か
ら
、
お
礼
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
研
修
事
業
の
実
施

～

舞
鶴
及
び
宮
津
方
面

～

県
連
盟
女
性
部
は
、
部
員

人
の
参
加
を
得

18

て
、

月

日(

火)

か
ら

泊

日
の
研
修
会

12

7

1

2

を
実
施
し
ま
し
た
。

日
は
、
京
都
府
舞
鶴
市

7

の
舞
鶴
引
揚
記
念
公
園
「
望
郷
慰
霊
之
碑
」
で

慰
霊
祭
を
執
り
行

い
、
北
方
諸
地
域
の

英
霊
を
お
慰
め
し
、

そ
の
後
、
語
り
部
の

方
の
案
内
で
「
舞
鶴

引
揚
記
念
館
」
を
見

学
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
宮
津
市

の
元
伊
勢
籠
神
社
参

拝
な
ど
を
行
い
、
慰

霊
に
研
修
、
そ
し
て

親
睦
も
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。（

舞
鶴
・
望
郷
慰
霊
之
碑
前
）

総
社
市
戦
没
者
慰
霊
芳
名
碑
が
完
成

総
社
市
遺
族
連
合
会
（
会
長
：
江
本
公
一
）
が
、

総
社
宮
境
内
の
「
忠
魂
碑
」
脇
に
建
立
し
て
い
た

待
望
の
「
総
社
市
戦
没
者
慰
霊
芳
名
碑
」
が
完
成

し
、
令
和

年

月

3

11

12

日
に
竣
工
・
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
慰
霊
芳
名
碑
に

は
、
戦
争
の
教
訓
を
風

化
さ
せ
な
い
、
平
和
の

大
切
さ
を
後
世
に
伝
承

し
よ
う
と
、
明
治
時
代

以
降
の
１
，
６
３
０
人

の
戦
没
者
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
第
十
一

回
特
別
弔
慰
金
」
支
給
の
ご
案
内

～
請
求
期
限
は
今
年
度
末
ま
で
～

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
令
和
２

年
４
月
１
日
時
点
で
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

戦
没
者
の
子
や
兄
弟
姉
妹
等
の
う
ち
、
支
給

順
位
の
最
も
高
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
対

象
の
方
が
複
数
お
ら
れ
る
場
合
は
、
代
表
の
方

お
一
人
が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
支
給
内
容
：
額
面

万
円
の
記
名
国
債(

年

25

5

償
還)

■
請
求
期
限
：
令
和

年

月

日

5

3

31

支
給
の
対
象
と
な
る
親
族
の
範
囲
や
請
求
手

続
き
な
ど
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
の
援
護
担
当
課
又
は
岡
山
県
庁
保

健
福
祉
課
援
護
班(

:
-

-

T
E
L

0
8
6

2
2
6

)

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

7
3
2
0
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戦
没
者
遺
骨
の

Ｎ

鑑
定
対
象
地
域

D

A

の
拡
大
に
つ
い
て

（
令
和

年

月
か
ら
）

3

10

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
遺
骨
に
つ
い
て
、

遺
留
品
な
ど
の
手
掛
か
り
情
報
か
ら
ご
遺
族
が

推
定
で
き
る
場
合
に
は
、
ご
遺
族
か
ら
の
申
請

に
基
づ
い
て

Ｎ
Ａ
鑑
定
を
行
い
、
親
族
関
係

D

が
判
明
し
た
場
合
、
ご
遺
骨
を
ご
遺
族
に
返
還

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
戦
没
者
の
ご
遺
族
が
高
齢
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
平
成

年
度
か
ら
は

29

沖
縄
県
な
ど
の
一
部
地
域
で
収
容
さ
れ
た
遺
留

品
等
の
手
掛
か
り
情
報
の
な
い
戦
没
者
遺
骨
に

つ
い
て
も
、
厚
生
労
働
省
が
公
募
に
よ
り

Ｎ
D

Ａ
鑑
定
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
遺
留
品
等
の
手
掛
か
り
情
報
が
な

い
戦
没
者
遺
骨
の
身
元
特
定
の
た
め
の
公
募
に

よ
る

Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
、
対
象
地
域
が
拡

D

大
さ
れ
、
令
和

年

月

日
か
ら
申
請
受
付

3

10

1

が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
地
域
や
申
請
で
き
る
方
、
申
請
方
法
、

費
用
な
ど
、
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
同
省
社
会
・

援
護
局
事
業
課

戦
没
者
遺
骨
鑑
定
推
進
室(

直

通
電
話
：

-
-

)

へ
お
問

0
3

3
5
9
5

2
2
1
9

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

令
和
４
年
度
国
主
催
慰
霊
巡
拝
の
参
加

者
募
集
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
厚
生
労
働
省
主
催
の
遺
族
代

表
に
よ
る
慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
実
施
予
定
地
域
及
び
時
期
等

下
段
の
表
の
と
お
り

■
参
加
資
格

・
岡
山
県
に
お
住
ま
い
で
、
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦

域
に
お
け
る
戦
没
者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
者

を
除
く
。
）、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺

族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦
没
者
の

孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
で
あ
る
こ
と
。

・
過
去
に
厚
生
労
働
省
主
催
の
慰
霊
巡
拝
に
参
加

し
た
こ
と
の
な
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
航
空
機
等
に
よ
る
長
途

の
旅
行
及
び
気
候
風
土
の
異
な
る
地
域
に
お
け

る
旅
行
に
耐
え
ら
れ
る
方
。（
必
要
が
あ
れ
ば
、

介
助
者
の
同
行
が
認
め
ら
れ
ま
す
。）

※
参
加
申
込
者
が
予
定
人
員
を
超
過
し
た
場
合
は
、

過
去
の
参
加
状
況
や
戦
没
者
と
の
関
係
等
に
よ

り
選
考
さ
れ
ま
す
。

■
参
加
費
用

参
加
基
準
を
満
た
し
た
参
加
者
（
介
助
者
を

除
く
）
に
対
し
て
は
、
確
定
経
費
の
う
ち
概
ね

３
分
の
１
が
国
か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
先
等

岡
山
県
庁
保
健
福
祉
課
援
護
班

詳
細
は
同
援
護
班
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

０
８
６-

２
２
６-

７

２
０

Tel

3

０
８
６-

２
２
１-

９
４
０
４

Fax
「
沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
」
の
参
加

者
募
集
に
つ
い
て

日
本
遺
族
会
で
は
、
毎
年
６
月

日
に
沖
縄

23

県
遺
族
連
合
会
と
共
催
で
実
施
し
て
い
る
「
沖

縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
多

く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
沖
縄
戦
を
振
り
返
り
、

砲
弾
降
り
し
き
る
中
、
苦
難
の
撤
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
戦
没
者
が
辿
っ
た
道
程
を
行
進
し
、

平
和
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

全
戦
域
の
戦
没
者
遺
族
が
参
加
可
能
で
あ
り
、

特
に
孫
・
ひ
孫
等
の
青
年
部
が
多
く
参
加
さ
れ
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
学
び
、
語
り
継

ぐ
機
会
と
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
募
集
要
領
】

■
期
間

６
月

日(

水)

～

日(

金)

２
泊
３
日

22
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■
費
用

約
３
万
５
千
円
～
４
万
円
程
度
。

※
費
用
に
は
宿
泊
代
、
食
事
代
、
バ
ス
借
上
げ
代
、

添
乗
員
費
用
、
懇
親
会
費
用
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

㊟
参
加
人
数
に
よ
り
費
用
は
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

自
宅
か
ら
沖
縄
の
往
復
交
通
費
、
那
覇
空
港
か
ら

那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
ま
で
の
往
復
交
通
費
は
個
人

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
お
手
配
く
だ
さ
い
。

▼
宿

泊

那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
（
調
整
中
）

▼
申

込

先

岡
山
県
遺
族
連
盟
事
務
局
へ

▼
申
込
締
切

月

日
（
月
）

4

25

実施地域 実施予定時期 県申込締切

カザフスタン共和国 8月23日～ 9月 3日 － ※

中国東北地方（旧満州地区全域） 8月31日～ 9月 9日 5月13日

インドネシア 9月 6日～ 9月14日 5月 6日

東部ニューギニア 9月10日～ 9月17日 5月 6日

イルクーツク州・ブリヤート共和国 9月12日～ 9月23日 － ※

ハバロフスク地方・ユダヤ自治州 9月12日～ 9月23日 － ※

ビスマーク諸島 10月 8日～10月15日 6月 3日

インド 10月20日～10月26日 6月10日

トラック諸島 10月21日～10月26日 6月14日

ミャンマー 11月10日～11月18日 6月15日

フィリピン 2月16日～ 2月23日 9月 7日

硫黄島（１次） 11月 8日～11月 9日 7月 8日

硫黄島（２次） 2月28日～ 3月 1日 10月18日

※印については、現地の情勢を踏まえ、参加者の募集が当面見合わせとなっている。
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令
和
四
年
度
事
業
計
画
を
決
定

～
県
連
盟

周
年
記
念
式
典
開
催
な
ど
～

75

県
連
盟
で
は
、

月

日(

月
）
に
理
事
会
、
同

3

7

じ
く

日
（
火
）
に
評

29

議
員
会
を
県
連
盟
大
会

議
室
で
開
催
し
、
新
年

度
の
事
業
計
画
案
及
び

予
算
案
を
審
議
・
決
定

し
ま
し
た
。
事
業
計
画

の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
理
事
会

に
は
ご
遠
路
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
水
落
日
本
遺

族
会
会
長
に
も
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
事
業
計
画
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

（
１
）
総
理
・
閣
僚
等
の
靖
國
神
社
参
拝
の
継
続

・
定
着
運
動
の
推
進
並
び
に
国
立
の
戦
没
者

追
悼
施
設
建
設
構
想
の
阻
止

（
２
）
知
事
等
、
各
界
代
表
の
岡
山
県
護
國
神
社

参
拝

（
３
）
市
町
村
に
お
け
る
慰
霊
祭
等
の
実
施

（
４
）
岡
山
県
護
國
神
社
並
び
に
忠
魂
碑
等
の
護
持

（
５
）
広
報
活
動

①

岡
山
平
和
祈
念
館
来
館
の
広
報
活
動

県県

遺遺

族族

通通

信信

②

各
遺
族
会
に
お
け
る
「
語
り
べ
の
会
」
の

企
画
・
実
施

（
６
）
そ
の
他

①

靖
國
神
社
、
県
護
國
神
社
の
慰
霊
行
事
等

へ
の
奉
賛
協
力

②

市
、
町
、
村
、
地
区
等
の
慰
霊
行
事
等
へ

の
奉
賛
協
力

③

旧
陸
軍
墓
地
慰
霊
行
事
に
対
す
る
奉
賛
協
力

④

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
遺
族
代
表
の
派
遣

⑤

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
の
実
施

⑥

「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／
沖
縄
戦
跡

慰
霊
巡
拝
事
業
の
実
施

⑦

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
へ
の
参
加
者

派
遣
及
び
参
加
促
進

⑧

慰
霊
友
好
親
善
事
業
及
び
遺
骨
帰
還
事
業
、

政
府
及
び
日
本
遺
族
会
主
催
の
戦
跡
慰
霊
巡

拝
事
業
へ
の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加
促
進

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

（
１
）
公
務
扶
助
料
等
の
改
善
に
係
る
国
へ
の
要
請

（
２
）
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
及
び
県
費

参
列
者
の
拡
大
の
要
請

（
３
）
諸
法
規
改
正
事
項
の
普
及
指
導

３

組
織
の
充
実
強
化

（
１
）
組
織
の
充
実
強
化

①

孫
や
曾
孫
等
の
入
会
を
推
進
し
、
県
単
位

の
青
年
部
の
拡
大
強
化
を
推
進

②

後
継
者
育
成
研
修
会
・
勉
強
会
な
ど
を
開
催

③

孫
・
曾
孫
等
を
含
め
た
合
同
研
修
会
や
女

性
部
研
修
会
を
実
施

④

各
遺
族
会
の
研
修
会
等
へ
の
孫
、
曾
孫
等

の
参
加
と
意
識
醸
成

⑤

「
県
遺
族
通
信
」
の
年
２
回
発
行
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
、
日
本
遺
族
会

発
行
の
「
日
本
遺
族
通
信
」
の
購
読
推
奨

（
２
）
財
源
の
確
保

①

公
益
目
的
支
出
計
画
の
実
施
期
間
等
を
見

据
え
た
会
の
運
営

②

県
連
盟
及
び
各
遺
族
会
と
も
、
各
自
治
体

へ
の
財
政
支
援
の
要
請

（
３
）
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す
る
事
業

①

百
歳
長
寿
の
祝
い
と
一
人
暮
ら
し
の
妻
へ

の
慰
問

②

各
遺
族
会
に
お
け
る
一
人
暮
ら
し
遺
族
に

対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

③

遺
族
か
ら
の
相
談
対
応

４

岡
山
平
和
祈
念
館
の
運
営

（
１
）
遺
影
（
写
真
）
及
び
遺
品
の
受
付
・
展
示

（
２
）
学
校
関
係
者
や
県
下
各
界
各
層
に
対
す
る

広
報
活
動
の
実
施

５

県
連
盟
創
立
７
５
周
年
記
念
事
業

（
１
）
記
念
式
典
の
開
催

（
２
）
日
本
遺
族
会
の
創
立
７
５
周
年
記
念
式
典

へ
の
代
表
者
派
遣

～

日
本
遺
族
政
治
連
盟

～

今
夏
の
参
院
選
推
薦
候
補
者
決
定

水水
落落
敏敏
栄栄(

み
ず
お
ち
と
し
え
い
）
氏

昭
和

年

新
潟

18

県
十
日
町
市
生
ま
れ

昭
和

年

父
・

20

春
治

山
形
県
神
町

海
軍
航
空
隊
に
お
い

て
爆
撃
に
よ
り
戦
死

平
成

年

日
本

11

遺
族
会
事
務
局
長

平
成

年

参
議
院
選
挙
に
出
馬
・
当
選
、
以
後

16

期
連
続
当
選

3
平
成

年

日
本
遺
族
会
会
長

27

平
成

年

文
部
科
学
副
大
臣
・
内
閣
府
副
大
臣

28
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陸
軍
墓
地
春
季
慰
霊
祭
を
祭
行

３
月

日
に
岡
山
市
北
区
津
高
の
岡
山
陸

23

軍
墓
地
で
、
岡
山
県
戦
没
者
顕
彰
会
主
催
に

よ
り
春
季
慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
護
國
神
社
宮
司
の
奉
仕
の
も
と
、

県
遺
族
連
盟
大
月
理
事
長
や
地
元
津
高
遺
族

会
人
見
会
長
な
ど
関
係
者
約

人
が
参
列
し

20

て
英
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

岡
山
県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭
の

ご
案
内

昨
秋
の
県
戦
没
者
慰
霊
祭
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
関
係
者
以
外
の
参
列
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
春
は
感
染
対
策
を
講
じ

た
上
で
、
通
常
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
列
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

令
和
４
年
５
月
５
日
（
木
）

時
～

時

分
（
雨
天
実
施
）

10

11

30

■
場
所

岡
山
県
護
國
神
社

※

月

日
に
は
、
同
じ
く

時
か
ら
県
護

5

6

10

國
神
社
主
催
の
「
春
季
慰
霊
大
祭
」
が
執
り

行
わ
れ
ま
す
。

遺
族
会
の
動
き

［
令
和

年
５
月
］

4

日

県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭（
県
護
國
神
社
）

5
日

県
護
國
神
社
春
季
慰
霊
大
祭
（
県
護

6

國
神
社
）

日

令
和
４
年
度
日
本
遺
族
会
中
国
・

16

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議(

愛
媛
県)

編
集
後
記

こ
の
遺
族
通
信
が
、
会
員
皆
様
へ
の
情
報

提
供
や
遺
族
会
活
動
の
一
助
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
か
ら
ご
意
見
ご

要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


